
令和８年度校内研修 

宇城市立海東小学校 

（１）校内研修 

  ①学校総体（チーム）として、学力向上に努める。 

    ②全ての学年、学級、児童の学力向上に努める。 

    ③教師が学びの主体となる校内研修の充実に努める。 

（２）学力向上のために 

  学校総体で取り組む力（チーム力）を向上させ、最大限発揮する。 

 ⇒①ビジョン（目標）の共有          

   ②ビジョン達成のための方策の共有 

   ③共通実践を確実に実施する      

 

（３）目指す児童の姿 

○可能性に挑戦することができる。（じりつ） 

○いつも考え工夫することができる。（そうぞう） 

 ○友だちとかかわることができる。（きょうどう） 

 ○うまく表現することができる。（ひょうげん） 
 

（４）研究主題、研究の仮説 

研究主題 

主体的に生き生きと学び、互いに高め合う児童の育成          
～少人数・複式学級のよさを生かして～ 

仮説１ 仮説２ 

学習に見通しを持たせる少人数・

複式学級での指導を行えば、児童が
主体的に生き生きと学ぶことができ
るであろう。 

自分の考えを言葉で表現し、他者と伝え合

う言語活動の場を工夫すれば、児童が互いを
高め合うことができるであろう。 

視点①リーダー（ガイド）学習の 
充実 

視点②指導と評価の一体化 

視点①学び合いの充実 
視点②「伝え合う場」の設定と工夫 

 

 

 

 

 



（５）研究の組織図 

 

 

 

 

 

 

授業研究部 学習基盤充実部 

児童が主体的に学ぶ授業を目指し、授業づくり

の企画・運営を中心に行う。児童の実態や学習

に関するデータベースを作成し、指導に生かせ

るようにする。 

・教員の授業力向上 

・複式学級における指導改善 

・児童の学力向上 

・ICT 機器の効果的な活用 

基礎的・基本的な事項の確実な定着を目指した学

習活動の充実と、対話活動を中心とした日常活動

の充実を図る。 

・朝自習の充実 

・学力充実タイムの充実 

・家庭学習の徹底、充実 

・日常活動の充実 

① 年間指導計画の検証 ① 朝自習の企画 

次年度からの完全複式学級化を見据えて、全教科

の年間指導計画を具体的に検証し、課題を明確に

して、来年度の改善へとつなげる。 

児童に必要なことを明確にし、朝自習を計画的に進

められるようにする。 

 

② 学習（指導）過程の検証 ③ 学力充実タイムの企画 

授業の中で教師と児童が行うことやそのねらい

を明確にして提案する。少人数・複式学級におけ

る学習（指導）過程の検証や、教師のファシリテ

ート力向上を目指す。 

週に１度の学力充実タイムを活用し、全職員で学力

の定着に努める。内容を精選し、実態を把握する。 

 

③研究授業企画・運営 ④ 家庭学習の徹底と充実 

研究主題に沿って大研を行う。構想案作成段階か

らチームで検討し、全員が自分事としてとらえ、

主体的に学ぶ授業研究を行う。 

家庭と協力し、学習習慣の確立を目指す。また、授

業との関連を考慮した学習内容を工夫し、課題に応

じた取組を行うことで、主体性や学力向上につなげ

る。 

⑤ICT活用例の提案 ④伝え合う場・集会活動等の企画・運営 

ICT 支援員と連携し、有効的な活用の仕方につい

て考える。 

タブレット等を有効に活用できるように、基本的な

技能習得に向けた取組を提案する。 
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